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成
二
十
五
年
七
月
一
日

　

都
議
会
議
員
選
挙
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し

て
、
自
民
党
と
公
明
党
の
立
候
補
者
全
員
が

当
選
し
、
第
一
位
の
民
主
党
が
散
々
で
日
本

共
産
党
よ
り
少
な
い
第
四
位
で
し
た
。
投
票

率
が
低
下
し
て
い
る
の
が
大
き
な
原
因
で
す

が
、
国
政 

の
影
響
が
一
地
方
議
会
に
ま
で

及
ぶ
と
は
大
変
な
世
の
中
で
す
。

　

こ
の
度
、
沖
山
泰
則
前
町
会
長
の
後
任
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
当
町
会
の
会
長
職
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
、

町
会
に
対
す
る
確
固
た
る
大
き
な
功
績
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
諸
先
輩
を
は
じ
め
、

町
会
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
戴
き
、
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
町
会
の
発

展
の
た
め
に
一
歩
一
歩
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
し
い
役
員
の
も
と
皆
様
に

は
町
会
の
事
業
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
町
会
役
員
改
選
に
当
た
り
、

新
し
い
地
区
部
長
と
改
選
さ
れ
る
地
区
部
で

は
「
回
覧
板
」「
町
会
費
の
徴
収
」
等
の
伝

達
と
継
承
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
沖
山
前
町
会
長

に
は
、
二
年
間
に
亘
っ
て
会
長
と
言
う
大
役

を
お
務
め
に
な
り
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
特
に
、
自
立
式
電
波
塔
の
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
と
大
型
商
業
施
設
の
東
武
ソ
ラ
マ
チ

の
開
業
時
の
喧
騒
し
た
中
で
の
ご
就
任
で
し

押
上
一
丁
目
仲
町
会
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長

大
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明
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】
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雨
、
雨
の
う
っ
と
う
し
い
日
が
続
き
、
心
も

し
め
り
が
ち
で
す
ね
。
今
年
も
、
も
う
半
分
が

過
ぎ
、
時
の
流
れ
の
速
さ
に
少
々
あ
せ
り
を
感

じ
ま
す
。

　

さ
て
婦
人
会
で
は
、
こ
の
時
期
、
日
帰
り
バ

ス
旅
行
に
出
か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
参
加
人

数
が
減
少
傾
向
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
食
事
会
は

い
か
が
と
思
い
、業
一
に
あ
る
ロ
シ
ア
料
理「
ベ

ル
ー
ガ
」に
て
食
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
十
名
に
な
り
、
お
店
の
大
人
気
の

「
キ
ャ
ベ
ツ
ロ
ー
ル
」
の
コ
ー
ス
料
理
を
い
た

だ
く
事
に
！　

店
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
訪
れ

た
芸
能
人
の
サ
イ
ン
入
り
の
色
紙
や
写
真
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
番
組
に
も
紹
介
さ
れ
る
程
な
か
な

か
の
有
名
店
で
す
。
美
味
し
い
食
事
、
ワ
イ
ン

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
料
理
は
想
像
以
上

に
多
か
っ
た
の
で
お
持
ち
帰
り
に
し
た
方
も
い

ら
し
た
程
で
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
会
員
の
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
役
員
ま
で
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

平

成

二

十

五

年

度

役

員

名

一

覧

役　 職　 名 氏 　 　 名
町 　 会 　 長 大 橋　 由 明
副 会 長 峯 岸　 壮 吉
会　　　  　 計 奥 田　 清 和
総 務 部 長 峯 岸　 壮 吉

会 計 監 査
熊 谷　 英 明
小 笠 原 玄 記

顧  　　  　 問
多 賀　 和 弘
細 川　 勝 也

名 誉 相 談 役 松 倉　 喜 富
常 任 相 談 役 高 橋　 邦 夫

相 　 談 　 役
北 沢　 辰 男
多 賀 左 知 子
沖 山　 泰 則

責 任 役 員 多 賀　 和 弘
氏 子 総 代 大 橋　 由 明

宮 　 総 　 代
細 川　 勝 也
高 橋　 邦 夫
沖 山　 泰 則

民 生 委 員 沖 山　 泰 則
O S  T  会 長 細 川　 勝 也
婦 人 会 会 長 峯 岸 久 美 子
子 供 会 会 長 古 山　 統 子

役　 職　 名 氏 名

総　 務　 部　 長 峯 岸　 壮 吉

副 部 長

野 村　 勝 巳

小 林　 裕 史

大 橋　 祥 子

地 域 安 全 部 長 高 野  　　 裕

副 部 長 小 宮　 善 雄

防 火 防 災 部 長 峯 岸　 壮 吉

副 部 長
後 藤　 幹 雄

古 山　 大 照

交　 通　 部　 長 小 杉　 誠 一

副 部 長

大 泉　 宏 一

広 畑  　　 繁

野 村　 勝 巳

福 利 厚 生 部 長 井 上　 次 男

副 部 長
大 木　　 茂

大 橋　 祥 子

青少年育成部長 並 木　 行 雄

副 部 長
高 野  　　 裕

峯 岸　 壮 吉

広　 報　 部　 長 山 本　 勝 信

地 区 氏 名
第  一 地区部長 小 林　 裕 史
第  二 地区部長 加 納　 智 雄
第  三 地区部長 宮 内　 秀 夫
第  四 地区部長 笠 松　 秀 臣
第  五 地区部長 古 山　 大 照
第  六 地区部長 大 橋　 由 明
第  七 地区部長 柳 岡 と よ 子
第  八 地区部長 沖 山　 泰 則
第  九 地区部長 細 川　 勝 也
第  十 地区部長 廣 畑　　 繁
第十一地区部長 高 野　　 裕
第十二地区部長 小 宮　 善 雄
第十三地区部長 下 田　 直 美
第十四地区部長 野 村　 勝 己
第十五地区部長 小 笠 原 玄 記

副 部 長
奥 山　 達 夫

櫻 井　 清 泉

環 境 衛 生 部 長 並 木　 行 雄

副 部 長 小 杉　 誠 一

会 館 管 理 部 長 櫻 井　 清 泉

副 部 長 荒 井　 金 次

慶　 弔　 部　 長 峯 岸　 壮 吉

た
の
で
初
め
て
の
ご
経
験
で
大
変
で
あ
っ

た
ろ
う
と
推
測
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

当
町
会
の
皆
様
に
代
わ
り
ま
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

新
年
度
に
入
り
五
地
区
の
総
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
が
お
手
伝
い
の
当
番
に
当

た
り
役
員
さ
ん
総
出
で
お
手
伝
い
ご
苦
労
様

で
し
た
。
続
い
て
町
会
の
総
会
と
忙
し
い
五

月
で
し
た
。

　

五
月
十
六
日
ソ
ラ
マ
チ
に
出
来
た
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
天
空
へ
出
掛
け
ま
し
た
。
今
迄
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
予
想
し
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
ビ
ッ
ク
リ
大
き
な
頭
の
上
の
画
面
に

宮
沢
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
解
説
付

き
で
様
々
な
画
面
が
写
し
出
さ
れ
ア
ッ
ト
い

う
間
の
四
十
分
で
し
た
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
ご

感
想
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
三
十
一
名
参
加
。

例
年
の
芸
能
大
会
の
日
を
発
表
さ
れ
六
月

十
三
日
と
決
ま
り
ま
た
ま
た
大
変
で
す
。

　

五
月
二
十
六
日
町
内
清
掃
日
九
時
会
館
前

集
合
し
て
清
掃
、
小
学
生
も
参
加
し
て
下
さ

り
大
盛
況
で
し
た
。
四
十
名
位
参
加
。

　

さ
て
、
芸
能
大
会
に
何
を
発
表
す
る
か
と

相
談
し
、
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
北
大
地
震
災
の

唄
「
花
は
咲
く
」
と
あ
と
は
気
軽
に
「
ス
カ

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】



イ
ツ
リ
ー
音
頭
」
を
唄
い
ま
し
ょ
う
と
決
ま

り
、
毎
週
月
曜
日
練
習
を
致
し
ま
し
た
。「
花

は
咲
く
」
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、

テ
レ
ビ
で
自
然
に
耳
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
に
か
唄
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

衣
装
も
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
昨
年
作
っ
た
お

揃
い
の
ス
カ
ー
ト
に
赤
い
花
を
持
ち
唄
い
ま

し
た
。
音
頭
の
方
は
終
り
に
近
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
町
内
の
お
祭
り
半
纏
と
黒
ズ
ボ
ン
、
赤

い
イ
ン
ナ
ー
を
着
ま
し
た
。
曳
舟
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
聞
き
に
い
ら
し
て
下
さ
っ
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
籤
引

き
で
席
が
決
ま
っ
て
居
り
ま
し
た
の
で
助
か

り
ま
し
た
。

　

次
は
六
月
十
九
日
教
養
部
の
日
帰
り
旅

で
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

西
武
バ
ス
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
巧
み
な
話
術
に

高
坂
Ｓ
Ａ
か
ら
赤
堀
菖
蒲
園
の
綺
麗
な
あ
や

や
め
を
見
て
次
は
磯
部
温
泉
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
で
昼
食
、
温
泉
は
二
ケ
所
あ
り
入
浴
も
出

来
ま
す
。

　

次
は
沼
田
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
で
す
。
梅
雨

に
入
り
日
照
不
足
な
の
で
し
ょ
う
か
赤
い
の

は
高
い
樹
の
上
の
方
に
あ
り
、
梯
子
も
あ
り

ま
す
が
係
り
の
方
が
取
っ
て
い
て
下
さ
り
食
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本
年
度
、
子
供
会
長
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
古
山
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
に
し
ら
と
り
子
供
会
に
加

納
さ
ん
の
ご
長
男
が
新
一
年
生
と
し
て
加
入

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
新
一
年
生
の
下
校
時

を
見
か
け
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
と
も
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し

ま
す
。

　

六
月
一
日
土
曜
日
に
業
平
小
学
校
運
動
会

が
あ
り
ま
し
た
。
お
天
気
が
心
配
さ
れ
た
中
、

無
事
晴
れ
間
の
中
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
毎
年
楽
し
み
な
新
一
年
生
の
ダ
ン
ス
は

と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
思
わ
ず
観
客
の

皆
さ
ん
か
ら
手
拍
子
が
全
体
に
広
が
り
、
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最

高
学
年
の
六
年
生
の
騎
馬
戦
に
は
迫
力
が
あ

り
、
組
体
操
で
は
会
場
が
シ
ー
ン
と
息
を
の

ん
で
見
守
り
、
ポ
ー
ズ
が
決
ま
る
と
大
き
な

手
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
子
供
会
メ
ン
バ
ー
は
、
六
年
生
、

四
年
生
、
二
年
生
、
一
年
生
各
一
名
の
合

計
４
名
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
次
の

春
に
は
一
名
卒
業
予
定
で
す
の
で
、
来
年
度

は
三
名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
寂
し
い
こ

と
で
す
が
、「
し
ら
と
り
子
供
会
」
と
し
て

に
ぎ
や
か
に
過
ご
せ
る
の
も
あ
と
わ
ず
か
で

す
、
思
い
出
に
残
る
活
動
的
な
一
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

べ
て
み
ま
し
た
が
、
甘
く
美
味
し
く
お
腹

一
杯
頂
き
ま
し
た
。
天
候
は
期
待
し
て
い
ま

せ
ん
で
傘
を
持
っ
て
出
掛
け
ま
し
た
が
、
丁

度
バ
ス
を
降
り
る
時
、
降
ら
れ
ず
太
陽
ま
で

差
し
た
り
と
皆
様
元
気
で
帰
宅
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
九
名
で
す
。

【平成 25 年度事業計画 】

月 日 事業内容 担当部署 場所
4 6～ 15 春の全国交通安全運動　39名 交通部 宮島電気前
5 18 平成 25年度定期総会 町会会館

26 墨田区クリーンキャンペーン町内清掃　 環境衛生部 町内各所
29 本所防火防災協会総会 本所消防署
31 本所交通安全協会総会 江戸東京博物館

6 6 飛木稲荷神社・総代会総会 飛木稲荷神社
22 本所北部連合町会平成 23年度定期総会 東武クラブ

7 1 広報誌押仲第 57号予定 広報部
27 第 34回隅田川花火大会警備　 3事業部合同 押上眼科前

8 2～ 3 墨中地区盆踊り大会警備　 青少年育成部 墨田中学校
墨中地区青少年育成委員研修会　 青少年育成部

9 1 町会神輿等の虫干し 町会会館前
8 祭礼の提灯飾り付け 町会会館前

13～ 15 飛木稲荷神社祭礼 町会会館前
16 敬老お祝い　 福利厚生部

21～ 30 秋の交通安全運動　 交通部 宮島電気前
10 1 広報誌押仲第 58号予定 広報部

11～ 20 全国地域安全運動　 地域安全部
本所防火女性の会・研修会 防火防災部

11 10 本所北部連合町会合同防災訓練　 防火防災部 隅田公園
9～ 15 秋の火災予防週間　 防火防災部

12 本所北部連合町会・忘年会　 東武クラブ
22 町会会館歳末大掃除　 町会会館

25～ 29 歳末特別警戒　 3事業部合同 町会会館
11 町会新年賀詞交歓会　 町会会館
13 成人のお祝い　 福利厚生部
31 広報誌押仲第 59号予定 広報部

2 8 本所北部連合町会新年賀詞交歓会　
3 1～ 7 春の火災予防週間　 防火防災部

墨中地区青少年育成研修会　 青少年育成部
区民交通障害保険加入協力　 交通部

31 広報誌押仲第 60号予定 広報部

平成２５年５月１８日 (土 )開催した押上一丁目仲町会定期総会にて平成２５年４月１日
～平成２６年３月３１日事業予定を掲載します。

墨田区クリーンキャンペンが５月２６日午前９時より行われ
ました。町会役員、OST、婦人会、子供会の役員の方々が参加し、
町内の清掃を行いました。

【クリーンキャンペン活動 】

町会会館前にて集合写真

子供達も町内を清掃

第
三
十
四
回
隅
田
川
花
火
大
会
の
案
内

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
七
日

午
後
七
時
開
始

　

株
式
相
場
だ
け
が
活
況
で
庶
民
の
懐
ま
で
は

実
感
が
無
い
が
、
季
節
は
変
わ
ら
ず
や
っ
て
く

る
。
早
め
の
梅
雨
入
り
で
雨
量
が
少
な
い
カ
ラ

梅
雨
だ
が
、
水
が
足
り
な
い
と
か
、
真
夏
の

暑
さ
で
電
力
不
足
と
な
ら
な
い
事
を
願
っ
て
い

る
。

　

総
会
か
ら
一
カ
月
が
過
ぎ
て
、
町
会
も
新
年

度
の
活
動
開
始
だ
が
、
今
ひ
と
つ
伝
わ
っ
て
こ

な
い
。
戸
惑
っ
て
い
る
う
ち
に
時
間
だ
け
が
過

ぎ
て
し
ま
う
の
は
問
題
で
あ
る
。

　

今
回
の
新
聞
は
町
内
の
団
体
の
記
事
が
中
心

で
、
町
会
か
ら
の
記
事
が
少
な
い
の
で
、
次
回

に
ご
期
待
を
！


